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膿
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園

正

護ニ
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潤

　
数
學
は
一
般
に
或
る
扁
團
の
命
題
か
ら
成
立
っ
て
る
る
。
足
し
て
各
々
の
命
題
は
其
れ
よ
ム

後
に
來
る
も
の
、
論
理
蘭
演
繹
に
爽
ざ
る
様
に
排
列
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
薪
く
の
如
く

排
列
せ
ら
れ
π
る
一
團
の
命
題
に
於
て
第
輔
の
命
題
は
云
ぷ
懐
で
竜
な
く
他
の
命
題
か
ら
演
繹

せ
ら
れ
カ
る
竜
の
で
な
い
。
故
に
演
繹
的
雪
乞
を
な
す
に
當
っ
て
は
、
常
に
穂
等
か
の
假
定
の
存

在
す
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
滋
。
藪
學
の
出
立
織
は
常
に
若
干
の
命
題
の
膿
系
嬢
9
息
鷲
。
℃
。
－

。。

?
。
霧
）
で
あ
ウ
、
し
か
も
二
等
は
全
く
讃
明
せ
ら
れ
ず
に
残
さ
れ
疫
る
竜
の
な
の
で
あ
る
。

　
同
様
に
数
學
の
命
題
に
於
て
は
定
義
せ
ら
れ
て
る
な
い
用
語
（
酔
態
諺
）
が
若
干
存
在
’
す
る
と
を
認

あ
ね
ば
な
ら
繊
。
　
一
の
用
語
を
定
義
す
る
に
は
共
意
義
の
既
知
な
う
と
認
め
ら
れ
だ
る
用
語
に

よ
っ
て
定
義
す
る
よ
ウ
外
は
粘
い
か
ら
で
あ
る
。
從
っ
て
鮮
鋭
に
含
ま
れ
た
る
最
初
の
命
題
に
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於
て
は
定
義
せ
ら
れ
ぎ
る
用
語
が
常
に
前
提
せ
ら
る
㌧
の
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
数
學
に
於
て
は
論
理
的
に
見
て
定
義
せ
ら
れ
ぎ
る
用
語
及
び
謹
明
せ
ら
れ
ざ
る

命
題
の
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
の
で
あ
る
。
而
し
て
後
者
は
普
遁
に
公
理
＄
ゑ
。
旦
叉
は
公
準

（
男
。
の
げ
三
馨
3
と
挿
せ
「
ら
れ
る
。
實
際
の
取
扱
上
よ
ウ
見
れ
ば
で
き
る
だ
け
学
費
な
る
命
題
を
公
理

と
し
て
選
定
し
之
よ
5
複
難
な
る
も
の
に
進
む
の
が
便
宜
で
あ
る
が
、
理
論
上
よ
う
云
へ
ば
必
ず

し
も
か
く
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
理
由
は
少
し
竜
な
い
の
で
あ
る
。
余
は
舷
に
公
理
の
諸
性
質
ー

ー
例
へ
ば
公
理
は
自
明
の
眞
理
で
あ
る
か
、
叉
は
先
験
的
到
断
で
あ
る
か
と
い
ふ
が
如
き
一
を

、
論
じ
、
又
は
各
命
題
に
於
て
定
義
せ
ら
れ
ざ
る
用
語
に
つ
い
て
云
沖
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。

た
里
藪
學
の
叫
部
門
に
於
け
る
公
理
の
全
禮
を
総
括
し
て
之
を
一
群
と
し
て
見
だ
る
と
き
公
理

の
膿
系
に
は
土
の
匿
甥
が
あ
る
乏
ぴ
ふ
こ
と
を
、
述
べ
て
見
π
い
と
思
ふ
の
み
で
あ
る
。
（
師
岡
會

に
於
て
は
此
等
の
馳
に
つ
い
て
少
し
く
述
べ
た
の
で
あ
る
が
蚊
に
は
省
い
て
置
く
）
。

　
上
に
述
べ
だ
こ
と
を
一
層
明
瞭
な
ら
し
む
る
た
め
に
一
例
を
ユ
｝
ク
ソ
。
ド
の
幾
何
學
に
と
っ

て
見
よ
う
。
　
ゲ
鵡
プ
レ
ン
は
次
の
如
き
十
二
の
公
理
と
若
干
の
定
理
と
を
以
て
地
心
學
を
組
織
し

疫
。　

公
理
一
　
少
く
と
も
二
つ
の
異
れ
る
…
織
が
存
在
す
る
。

　
　
　
　
公
理
聡
系
の
二
極
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
●
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・
慧
　
學
　
研
　
究
　
　
第
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
，

　
公
理
二
　
織
A
、
B
、
C
が
○
旨
賢
臣
切
O
に
於
て
あ
る
と
き
は
彼
等
は
又
O
乙
霞
O
ゆ
跨
に
於
て
あ
る
。

　
公
理
三
　
織
A
、
8
、
C
が
O
鼠
霞
跨
切
O
に
於
て
あ
る
と
き
は
彼
等
は
○
藁
電
ヒ
d
O
銑
に
あ
ら
ず
。

　
公
理
四
　
識
A
、
8
、
C
、
が
○
轟
霧
》
翻
O
に
嘗
て
あ
る
と
き
は
A
は
C
と
異
る
。

　
公
理
五
　
氏
、
8
が
任
意
の
異
れ
る
二
の
織
な
る
と
き
は
A
、
8
、
C
が
○
疑
2
》
圃
O
に
於
て
あ
る
や

　
　
　
　
　
う
な
織
C
が
必
ず
存
在
す
る
。

　
定
義
一
　
A
、
B
が
異
れ
る
こ
織
な
る
と
き
に
線
卜
弩
ご
と
は
次
の
繋
馬
よ
ム
な
れ
る
竜
の
を
い

　
　
　
　
　
ふ
。

　
　
　
　
　
　
1
、
A
、
及
び
B
、

　
　
　
　
　
　
2
、
匪
¢
閑
’
勘
擁
ご
ご
．
寓
話
ゆ
等
の
敦
れ
か
の
O
乙
Φ
ビ
に
於
て
あ
る
凡
て
の
織
X
、

　
以
下
省
略
す
る
。
、
（
＜
。
び
げ
峯
b
敬
網
馨
Φ
影
＾
）
h
艶
築
・
彰
。
・
ま
弩
Φ
8
彰
。
嘗
団
“
虜
蓼
塁
・
レ
諺
①
罪
鼠
暮
一
好
敬
。
。
．
ン
こ
汐
。
。

駆
㏄
．
ド
㊤
O
麟
）
。

　
難
し
て
之
，
等
の
公
理
は
凡
て
先
行
者
の
論
理
的
演
繹
の
結
果
で
は
な
い
。
江
っ
て
此
等
は
軌
、

れ
竜
謹
明
せ
ら
れ
ざ
る
命
題
で
あ
ウ
、
こ
の
命
題
に
含
ま
れ
尤
る
用
語
（
例
く
、
ぱ
鐵
と
か
○
胤
母
と
か

い
ふ
如
き
）
は
何
等
の
定
義
を
も
受
け
て
み
な
い
竜
の
で
あ
る
。
　
故
に
形
式
上
よ
ウ
見
れ
ば
用
語

「
鮎
」
は
全
く
未
知
の
菟
の
で
あ
ウ
、
公
理
に
含
ま
れ
だ
る
内
容
以
外
に
は
全
く
意
味
を
有
せ
ざ
る
詑

櫛
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號
（
超
言
ぴ
9
と
し
て
取
扱
は
る
べ
き
竜
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
織
。
吾
人
は
織
の
代
ウ
に
全
く
無
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂

　
　
　
エ
レ
メ
ン
ト

単
な
る
元
素
（
o
富
影
Φ
客
）
を
以
て
し
て
も
何
等
の
差
支
が
な
い
筈
で
あ
る
。
從
っ
て
幾
何
學
と
は
上

掲
の
如
き
種
々
な
る
公
理
を
以
て
定
め
ら
れ
カ
る
エ
レ
メ
ン
墾
の
集
合
を
研
究
す
る
顧
問
で
あ

る
と
竜
言
ひ
得
る
で
あ
ら
5
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
鼓
に
於
て
一
の
問
題
が
る
こ
つ
て
來
る
。
即
ち
斯
く
の
如
く
抽
象
せ
ら
れ
だ
る
結
果
は
果
し

て
從
來
ユ
亘
ク
リ
ッ
㍗
溌
何
學
と
辮
せ
ら
れ
π
る
も
の
を
猫
且
完
登
に
特
徴
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ら
う
か
。
詳
し
く
い
へ
ば
、
黙
を
公
理
に
珊
々
れ
た
る
事
項
以
外
に
全
く
無
内
容
な
る
記

號
と
見
徹
し
π
る
と
き
に
こ
の
公
理
よ
う
績
行
す
．
る
命
題
と
蓮
常
尊
号
の
考
ふ
る
ユ
｝
ク
リ
．
ト

幾
何
學
（
以
上
十
二
の
公
理
を
満
足
す
る
と
同
時
に
繍
、
オ
ー
ダ
ー
等
の
用
語
に
相
野
の
意
味
を
與

へ
π
る
も
の
）
の
命
題
と
が
杢
く
同
一
の
も
の
（
①
ρ
9
奉
δ
客
）
で
あ
る
か
、
或
は
爾
者
は
本
質
上
全
く

異
つ
等
身
の
で
あ
る
か
。
前
者
に
於
て
成
立
す
る
命
題
は
後
者
に
於
て
竜
無
論
成
立
す
る
こ
と

は
明
か
で
あ
る
が
、
後
者
に
於
κ
正
し
き
命
題
が
果
し
て
前
者
に
鞭
て
も
正
し
い
か
ど
う
か
は
吟

味
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
此
種
の
問
題
は
輩
に
震
馬
蝉
に
限
ら
ず
、
数
學
の
軌
れ
の
部
門
に
於
い
て
も
之
が
抽
象
的
式
蓮

を
行
ふ
と
共
に
起
り
來
る
べ
き
問
題
の
一
つ
で
あ
ら
う
。
余
は
鼓
に
こ
の
問
題
に
封
ず
る
一
の

　
　
　
　
公
理
騰
系
の
二
侃
穂
「
　
匡
　
　

囁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
七
九
・

航
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
十
，
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
八
O

答
を
提
供
せ
ん
と
試
．
み
る
も
の
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
こ
の
問
題
の
解
答
は
公
理
の
膿
系
の
性
質

如
侮
に
よ
っ
て
然
り
と
竜
な
う
否
と
竜
な
る
の
で
あ
る
。

圃
圃

毎

　
前
飾
に
於
て
余
は
公
理
の
膣
系
に
二
の
聖
別
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
次
に
こ
の
こ
と
を
説
明

す
る
差
あ
に
例
を
騨
（
Q
讐
電
Φ
ロ
）
と
有
限
膿
（
窪
魯
畠
Φ
喫
驚
隠
邑
と
に
と
っ
て
み
よ
5
。
こ
の
爾
者
は

一
部
り
人
々
に
は
理
解
し
が
π
い
か
呈
し
れ
ぬ
が
形
式
上
公
理
を
吟
昧
す
る
に
は
却
っ
て
都
合

が
よ
い
と
思
は
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
正
の
有
理
数
の
益
騰
（
但
し
零
を
除
く
）
を
考
ふ
る
に
任
意
の
二
数
、
の
乗
法
及
び
そ
の
逆
な
る
除

法
は
常
に
可
能
で
あ
っ
て
し
か
竜
其
の
積
及
び
商
は
有
理
数
で
あ
る
。
曲
の
種
の
エ
ン
メ
ン
塾

の
集
合
を
群
と
い
ム
の
で
あ
る
。
群
の
概
念
は
公
理
艦
系
を
読
明
す
る
に
當
っ
て
重
要
な
る
意

養
を
有
っ
て
み
る
か
ら
余
は
も
う
少
し
嚴
密
に
群
の
介
添
的
定
義
を
述
べ
て
あ
き
π
い
と
患
ぷ
汐

　
算
術
、
代
数
に
於
け
る
封
象
を
定
義
す
る
に
は
第
日
に
エ
レ
メ
ン
ト
問
の
「
相
等
」
（
Φ
ρ
琶
ξ
）
を
定
め
、

第
二
に
エ
レ
メ
ン
ト
問
の
結
合
（
O
o
已
娼
。
。
・
難
。
屡
）
を
規
定
し
、
第
三
に
は
結
合
の
法
国
に
比
す
る
公
準

を
與
へ
ね
ば
な
ら
霞
。
或
る
集
舎
に
卜
す
る
二
の
エ
ン
メ
ン
ト
の
相
等
及
び
不
等
は
定
義
に
よ



膿

油

っ
て
定
め
ら
れ
る
。
而
し
て
そ
の
定
義
は
二
の
叙
述
よ
り
成
立
す
る
。
　
一
は
二
の
エ
レ
メ
ン
レ

リの
相
等
し
き
こ
と
を
説
明
し
、
他
は
彼
等
の
相
等
し
か
ら
ぎ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
か
く
の
如
き

定
義
を
立
て
る
に
當
っ
て
は
次
の
三
條
件
以
外
に
は
何
等
の
制
限
も
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
一
、
各
日
ン
メ
ン
ト
は
定
義
の
結
果
と
し
て
各
々
夫
自
身
に
等
し
い
。
　
α
が
み
に
等
し
け
れ

　
　
　
ば
乃
は
α
に
等
し
い
。

　
第
二
、
此
の
集
合
の
二
の
エ
レ
メ
ン
ト
は
互
に
相
等
し
き
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
不
等
で
あ
る
。

　
第
三
、
α
が
6
に
等
し
く
わ
が
。
に
等
し
け
れ
ば
α
は
。
に
等
し
い
。

　
さ
て
二
の
エ
レ
メ
ン
ト
伍
わ
に
封
し
て
第
三
の
エ
レ
メ
ン
ト
。
を
想
定
す
る
（
§
起
曾
曾
）
こ
と

を
α
と
み
と
を
結
合
す
る
と
云
ひ
、
c
を
結
合
（
§
暑
。
ω
§
旦
の
結
果
と
云
ム
。
菰
し
で
α
と
6
と

の
結
合
を
＆
に
て
あ
ら
は
し
、
時
と
し
て
之
を
α
と
6
と
の
積
と
も
云
ぷ
。

　
但
し
舷
に
注
意
す
べ
き
≧
と
は
α
と
6
と
の
結
合
の
結
果
＆
と
そ
の
逆
の
順
序
に
於
て
結
合

せ
ら
れ
憤
る
結
果
ぎ
と
は
必
し
竜
一
致
せ
し
あ
る
必
要
が
な
い
乏
い
ぷ
こ
と
で
あ
る
。

　
α
∂
が
夫
々
♂
ぴ
に
等
し
け
れ
ば
そ
の
積
さ
及
び
亀
緊
竜
亦
相
等
し
き
様
に
定
義
せ
ら
れ
た

る
結
合
は
一
意
的
結
合
（
①
貯
富
三
お
Φ
O
。
目
娼
。
。
・
憲
。
口
）
と
云
は
れ
る
。
群
及
び
禮
遮
於
け
る
結
合
は
勿

論
一
意
的
結
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
公
「
理
髄
系
の
二
艦
秘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
八
一



幅

　
．
　
　
哲
鹸
研
舞
　
策
＋
五
雛
　
　
．
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
二

　
蚊
に
エ
レ
メ
レ
ト
の
集
合
G
が
あ
っ
て
そ
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
間
に
結
合
が
定
義
せ
ら
れ
て
あ

る
と
假
饗
す
る
。
若
し
G
が
次
の
四
の
公
準
を
満
足
す
る
と
き
は
G
を
一
の
群
（
定
義
せ
ら
れ
π

る
結
合
に
つ
い
て
）
と
云
ふ
の
で
あ
る
。

．
一
、
α
と
み
と
が
G
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
積
ミ
・
は
叉
G
の
エ
レ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　
二
、
G
の
三
エ
レ
メ
ン
ト
α
6
c
に
就
い
て
結
合
の
法
則
（
慶
琴
屍
霧
訟
o
o
圃
客
同
8
）
帥
ち
（
＆
）
O
U
象
鯉
O
）
の

　
　
開
係
が
成
立
す
る
。

　
三
、
G
の
各
エ
レ
メ
ン
ト
α
に
干
し
§
1
1
g
で
あ
る
や
う
君
エ
レ
メ
ン
ト
θ
が
G
に
荏
在
す
る
。

　
四
、
G
の
任
意
の
與
へ
ら
れ
π
る
エ
レ
メ
ン
ト
α
に
卜
し
て
§
、
基
と
な
る
や
5
な
エ
レ
メ
ン
ト

　
　
♂
を
G
よ
う
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
遊
に
い
ふ
6
と
は
第
三
に
述
べ
π
る
e
と
全
く

　
　
同
意
味
の
も
の
で
あ
る
。

　
（
此
等
の
織
に
遷
し
て
は
京
都
理
科
大
學
紀
要
第
二
巻
第
三
號
拙
論
文
を
参
照
せ
ら
れ
た
し
）
。

今
群
の
概
念
を
明
か
に
す
る
だ
め
に
一
例
を
あ
げ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

　
、
例
一
、
正
六
角
形
b
団
O
U
図
周
を
と
る
。
早
馬
O
に
直
角
な
る
直
線
を
軸
と
し
て
。
6
0
廻
卜
す
れ
ば

こ
の
正
六
角
形
は
前
と
同
じ
塞
問
を
占
有
す
る
。
又
。
6
e
の
幽
翠
だ
け
下
翼
す
る
竜
こ
の
圖
形
は

常
に
同
一
の
室
問
を
占
有
す
る
。
　
か
く
の
如
く
正
六
角
形
跨
団
O
b
国
恩
に
運
動
の
前
後
に
於
て
伺
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紳
の
空
間
を
占
存
す
み
や
シ
に
立
面
運
動
（
こ
の
六
角
私
の
雫
面
内
の
蓮
動
）
を
興
へ
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
る
。
此
の
種
の
蓮
動
は
0
を
申
事
と
す
る
上
述
の
蓮
動
で
あ
っ
て

　
　
ビ
　
　
　
　
　
む

A＼
　
　
　
　
も
　
ノ

　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
＼
／
　
＼
　
　
る
と
き
は
全
く
運
動
せ
ざ
う
し
も
の
と
同
嶋
親
す
る
。

　
　
　
ヘ
　
　
　
ノ
　
　
ヒ

　
　
　
＼
　
ー
レ
＼
．
　
　
衣
に
二
の
運
動
に
於
て
頂
織
A
、
B
、
c
、
等
が
同
一
の
位
置
に
來
る
と

　
　
F
　
　
　
　
　
≡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
邑
き
は
≧
の
爾
蓮
動
は
相
等
で
あ
る
と
す
る
。
故
に
上
述
の
痙
動
に
於

て
吾
々
の
考
へ
得
る
凡
て
の
運
動
は
次
の
六
種
と
な
る
の
で
あ
る
。
即
ち
0
を
虚
心
と
し
て
時

計
の
針
と
は
語
々
の
方
向
に
夫
々
き
。
藁
∀
。
冨
O
．
b
っ
ド
C
．
。
。
O
e
。
を
廻
位
し
π
る
竜
の
と
及
び
全
く
廻

轄
せ
ざ
る
も
の
（
即
0
。
の
白
鳥
）
と
で
あ
る
。
登
く
廻
轄
せ
ざ
る
と
き
は
頂
織
A
、
8
、
C
等
は
鑑
く
盤

位
置
に
あ
る
か
β
之
を
表
は
す
に
（
蹄
窮
聾
を
以
て
す
る
。

次
に
8
．
廻
弊
し
陀
る
と
き
は
、
A
疹
、
c
等
の
盤
位
置
に
8
、
c
、
D
等
の
頂
織
が
來
る
故
に
（
ゆ
罷
臨
）

と
な
る
。
以
下
順
次
同
襟
の
記
號
を
探
激
す
れ
ば
六
種
の
浬
動
は
、

　
　
〈
繍
Q
Q
眺
驕
）
　
　
（
睡
翻
O
O
闘
吋
b
弓
O
O
国
聞
跨
）
　
　
（
。
〉
寵
蜘
鵬
）

　
　
（
か
翻
O
d
固
局
U
目
国
髭
寓
O
）
　
　
（
鴇
釜
叱
魍
Y
、
（
ゆ
殉
寵
臨
）

　
　
　
　
公
理
髄
系
［
の
二
棺
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
　
　
八
三



7G6亀

『

　
　
　
　
哲
學
硯
究
　

第
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
四

ど
な
る
。
　
次
に
甲
蓮
動
を
行
α
更
に
乙
運
動
を
行
へ
る
結
果
を
甲
と
乙
と
の
積
と
定
義
す
る
。

例
へ
ば
、

．
（
跨
翻
O
U
団
団
¢
δ
O
U
丙
司
｝
）
と
（
誌
覇
）
と
の
積
は
（
臨
開
鴎
）

と
榊
な
る
。
何
と
な
れ
ば
こ
の
運
動
は
前
者
に
よ
っ
て
8
。
耳
蝉
せ
ら
れ
カ
る
後
更
に
後
者
に
よ
つ

て
同
b
っ
C
。
廻
点
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
し
て
、
そ
の
結
果
は
奮
位
置
よ
う
H
。
。
O
。
廻
蒋
せ
ら
れ

た
こ
～
と
㌧
な
る
の
で
あ
る
。
以
下
か
く
の
如
く
し
て
種
々
な
る
積
を
考
へ
る
こ
と
が
で
き
る
で

あ
ら
う
。
而
し
て
こ
の
結
合
を
吟
味
す
る
に
群
に
濁
す
る
四
の
公
準
を
満
足
す
る
之
と
は
容
易

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
故
に
此
等
の
痙
動
は
桶
の
群
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
上
述
の
如
く
二
の
蓮
動
の
積
は
．

　
　
（
臨
認
朗
×
雛
躬
鶏
）
“
（
臨
頃
霞
鵠
）

で
あ
る
と
同
時
に
叉

　
　
（
b
一
W
Q
U
潤
団
O
d
図
謄
、
浮
冨
）
（
鵠
認
調
）
1
1
（
離
鴇
鵠
）

で
あ
る
。
　
一
般
に
か
く
の
如
く
晦
れ
の
二
蓮
動
を
と
る
短
甲
と
乙
と
の
積
は
常
に
乙
と
甲
と
の

積
に
等
し
き
こ
と
は
容
易
に
知
う
得
る
で
あ
ら
う
。
．
此
の
鮎
は
今
の
問
題
に
と
っ
て
極
め
て
重

要
な
る
意
義
を
有
す
る
か
ら
特
に
注
意
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
望
む
。
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例
二
、
正
三
角
形
b
閾
α
を
と
る
。

A
　　　　　　l

　　　　　　i

　　　　　　l

　　　n一．．　i，O／”

　　　　　）き（

：．／　　i　＼玉
C　　　　　　　　　B

　
　
　
今
土
留
の
前
後
に
於
て
岡
扁
の
塞
闘
を
占
有
す
る
如
き
方
濠

に
於
て
三
角
形
レ
切
O
を
廻
聴
せ
し
め
る
。
（
但
し
乙
の
揚
合
に
李
面
運

動
の
み
で
は
な
ど
。

　
か
く
の
如
き
運
動
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
無
限
に
可
能
で
あ
ら
う
。
．

例
へ
ば
0
を
申
心
と
す
る
同
b
り
O
。
、
の
画
面
運
動
（
三
角
形
ン
膀
O
の
挙
面
に

於
て
）
叉
は
踏
O
。
の
倍
数
度
の
蓮
動
及
び
跨
○
を
軸
と
す
る
H
Q
。
O
。
の
廻
轄

等
が
即
ち
夫
れ
で
あ
る
。
鼓
に
於
て
奄
頂
門
A
、
B
、
C
が
運
動
後
に
於

て
奮
位
置
に
來
る
と
き
は
全
一
蓮
動
せ
ざ
る
竜
の
と
見
緻
レ
之
を
表
は
す
に
へ
誌
㏄
を
以
て
す
る
。

　
次
に
二
の
蓮
動
に
於
て
A
、
お
、
C
が
軌
れ
も
同
位
置
に
知
る
と
き
は
こ
の
詰
論
動
を
相
等
し
い

と
見
な
す
。
相
等
を
斯
く
の
如
く
定
義
す
れ
ば
吾
人
の
考
へ
得
る
凡
て
の
祁
異
れ
る
運
動
は
左

の
六
種
と
な
る
の
で
あ
る
。

q
り
（
レ
翻
Q
臣
篤
O
）

　
働
正
三
角
形
跨
罠
O
を
申
心
0
の
論
う
に
這
O
．
及
び
ゆ
き
。
痴
言
せ
し
む
る
振
合
（
時
計
の
針
と
反

　
　
封
の
方
向
に
）
に
は
頂
鮎
A
、
欝
、
C
の
奮
位
置
に
夫
々
B
、
C
、
A
及
び
C
、
A
、
B
が
漏
る
故
に
此
二

　
　
種
の
濯
動
は
央
々
（
羅
×
髄
）
を
以
て
表
は
さ
れ
る
。

　
　
　
、
　
公
理
異
系
の
二
種
　
．　

@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
義
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哲
學
蔚
究
　
第
＋
五
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
八
六

　
㈲
正
三
角
形
臣
切
○
内
に
固
定
ぜ
る
三
軸
O
鋭
○
切
・
O
O
の
周
り
に
冨
O
．
の
廻
軽
を
行
ふ
と
き
は

　
　
三
種
の
七
五
は
夫
々
鮪
）
（
艶
）
（
臨
。
。
）
と
早
る
。
何
と
な
れ
＠
呈
を
軸
と
し
て
H
・
。
◎
。
廻
蒋

　
　
す
れ
ば
頂
織
8
と
C
と
は
其
位
置
を
顛
倒
し
頂
織
A
は
奮
位
置
に
止
る
が
故
に
（
》
b
づ
O
｝
9
W
）
と
な

　
　
ウ
同
様
に
O
切
．
○
○
を
軸
と
し
て
廻
轄
し
た
る
と
き
も
夫
々
欝
、
C
が
奮
位
置
に
止
か
他
の
二

　
　
頂
馳
が
其
位
置
を
顛
倒
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
前
例
に
於
て
な
し
た
る
如
く
二
の
運
動
を
績
行
し
π
る
結
果
を
爾
運
動
の
積
と
定
義
す

る
。
例
へ
ば
覧

　
　
（
跨
｝
W
O
翻
9
ピ
）
へ
罷
）
－
（
艶
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
　
（
鵠
㏄
）
（
臨
冗
）
1
1
（
臨
。
Q
）

　
以
上
六
種
の
運
動
が
全
一
の
群
を
形
成
す
る
乙
と
は
容
易
に
謹
明
し
得
ら
る
、
で
あ
ら
5
。

然
る
に
遊
に
注
意
す
べ
き
は
上
例
の
如
く
下
襲
動
と
乙
蓮
動
と
の
結
果
が
必
ず
し
竜
乙
と
甲
と

の
結
果
に
等
し
く
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
の
事
は
前
に
掲
げ
た
正
六
角
形
の
群
と
異
れ

る
織
で
あ
う
、
吾
々
の
問
題
に
．
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
る
意
義
を
も
つ
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
二
の
群
が
相
等
で
あ
る
と
は
如
何
な
る
揚
合
を
云
ふ
か
。
群
の
定
義
に
於
て
は
た
竃
エ

レ
メ
ン
ト
リ
結
合
に
關
す
る
規
定
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
て
、
エ
レ
メ
ン
ト
の
約
容
に
つ
炉
て
怯
公

9



／
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準
に
現
は
れ
だ
る
規
定
以
外
に
何
等
の
制
限
も
な
い
の
で
あ
る
。
故
に
同
一
の
法
則
を
有
す
る

群
は
，
先
づ
相
等
し
い
と
見
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
但
し
こ
の
揚
合
に
は
エ
レ
メ
ン
ト
の
内

容
に
つ
い
て
は
少
し
も
考
へ
ず
、
騨
を
た
ザ
抽
象
的
に
思
惟
す
る
の
は
無
論
で
あ
る
。

　
G
α
を
同
数
の
エ
レ
メ
ン
ト
よ
ウ
な
る
二
つ
の
騨
と
す
る
。
．
今
G
の
各
エ
レ
メ
ン
ト
に
α
の

た
望
一
個
外
心
レ
メ
ン
塾
が
勢
上
し
逆
に
α
の
各
エ
レ
メ
ン
ト
に
G
の
軍
一
の
エ
レ
メ
ン
ト
が

封
聾
す
る
と
す
る
。
而
し
て
G
の
二
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
積
さ
に
．
α
の
二
の
エ
レ
メ
ン
ト
（
α
及
び

う
に
霧
隠
す
る
所
の
）
の
積
g
、
喫
が
封
督
す
，
る
と
す
る
。
G
と
α
と
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
問
に
か
く

の
如
き
…
封
鷹
が
成
立
す
る
と
き
は
G
と
α
と
は
互
に
同
態
（
ぎ
影
。
乾
誉
）
で
あ
る
と
云
は
れ
る
。

　
G
と
α
，
と
が
、
同
質
で
あ
る
な
ら
ば
G
に
於
て
成
立
す
る
所
の
命
題
は
α
に
於
て
も
亦
成
立
す

る
。
故
に
群
の
表
現
様
式
（
彦
a
Φ
o
馬
δ
鷲
霧
Φ
口
町
鳶
8
）
に
無
關
係
な
る
性
質
の
み
を
論
ず
る
と
き
は

同
態
の
群
は
．
同
一
で
あ
る
と
見
倣
し
て
差
支
が
な
い
で
あ
ら
う
。
・

　
こ
＼
に
注
意
す
べ
き
は
群
を
構
成
す
る
エ
レ
メ
ン
㍗
の
敏
が
同
一
で
あ
っ
て
も
必
し
も
同
態

で
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
例
へ
ば
前
例
に
つ
い
て
云
へ
ば
例
一
に
於
て
は
二
の
エ
レ
メ
ン

ト
甲
と
乙
と
．
の
積
は
乙
と
甲
と
の
積
に
等
し
い
け
れ
ど
竜
第
二
の
例
に
於
て
は
心
し
も
然
う
で

は
な
い
。
故
に
皇
威
に
於
け
る
群
の
エ
し
メ
ソ
ト
の
数
は
同
一
で
あ
る
が
爾
者
は
決
し
て
同
態

　
　
　
　
公
，
理
膿
祭
の
二
種
　
　
　
＼
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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哲
　
學
　
研
、
究
　
　
第
十
五
魏
　
　
許
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

た
る
乙
と
が
で
き
な
い
。
若
し
下
賎
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
上
述
の
二
例
に
於
て
取
下
の
各
エ

レ
メ
ン
レ
は
夫
々
一
々
意
的
に
野
砲
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
前
者
の
エ
ン
メ
ン
ト
α
ゐ
が
後

者
の
エ
レ
メ
ン
｝
ゴ
〃
に
夫
々
働
蜂
す
る
も
の
と
す
れ
ば
積
訪
に
、
は
積
面
が
野
鷹
L
㌦
界
雷
に
は

積
施
が
弓
懸
す
べ
き
筈
で
あ
る
。

　
而
し
て
前
者
に
於
て
は
始
は
常
に
侃
に
等
し
き
故
に
後
者
に
於
て
福
亦
磁
が
施
に
等
し
く
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
る
に
後
者
に
於
て
は
前
例
に
示
し
た
る
如
く
面
は
必
ず
し
竜
臨
に
等
し

く
な
ら
綴
。
故
に
こ
の
二
の
群
は
同
態
た
る
乙
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
例
に
よ
つ
、
て
見
て
竜
二
の
群
は
假
令
之
を
構
成
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
の
藪
が
等
し
く
と
竜

回
し
竜
同
態
と
は
限
ら
訟
こ
と
が
明
か
で
あ
ら
う
。
此
織
は
特
に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

嗣鞘
幽

　
次
に
有
理
数
の
全
膣
を
と
っ
て
見
よ
う
。
（
こ
の
有
理
数
に
は
無
論
零
も
負
を
竜
含
む
）
。
今
共

の
任
意
の
詠
歎
を
と
み
之
に
加
減
乗
除
を
行
っ
て
も
其
結
果
は
依
然
と
し
て
有
理
数
で
あ
る
。

但
し
零
を
以
て
割
る
こ
と
を
除
く
。

　
以
上
の
如
く
一
團
の
数
に
於
て
そ
の
任
意
の
二
宮
を
と
動
之
に
四
則
を
旋
し
て
も
そ
の
結
果

．
、
憎

ザ



O

　
が
依
然
と
し
て
此
の
團
膿
に
離
す
る
と
き
に
は
こ
の
数
の
圃
團
を
膿
（
囚
α
愚
Φ
吋
）
と
い
ム
の
で
あ
る
。

　
（
但
し
零
に
よ
つ
て
割
る
こ
と
を
除
く
の
ば
無
論
で
あ
る
）
。

　
　
鼓
に
定
義
し
π
の
は
数
よ
ウ
成
立
す
る
膿
即
ち
藪
膿
（
凶
夢
汗
α
壱
旦
に
つ
い
て
冥
あ
る
が
吾
人

　
は
此
意
義
を
按
叙
し
て
一
般
に
衣
の
如
く
言
ふ
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
つ
郎
ち
一
の
エ
レ
メ

L
ン
ト
の
團
膿
に
於
て
結
合
の
二
種
の
法
則
（
上
例
に
於
て
は
勲
法
門
乗
法
）
が
輿
へ
ら
れ
、
共
野
里
の

　
内
部
に
於
て
こ
の
二
種
の
結
合
並
に
其
の
逆
’
が
自
由
に
旋
し
得
る
と
き
は
（
雲
竜
上
例
に
於
け
る

　
四
則
の
如
く
）
此
の
エ
レ
メ
ン
ト
の
團
膿
を
艦
之
い
ふ
。
乙
の
定
義
は
嚴
密
で
な
い
か
ら
或
は
理

　
解
し
難
い
か
竜
し
ら
楓
が
舷
に
は
膿
の
概
念
を
説
面
す
る
に
唯
数
膿
を
以
て
代
表
せ
し
あ
て
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰯

　
か
う
。
（
一
）
δ
冨
。
身
摩
弩
聲
卜
彰
鐸
冒
亀
ご
ω
。
。
・
ぎ
区
宰
員
お
8
）
）
。

　
　
膿
を
貯
炭
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
の
数
（
診
N
巴
ち
は
有
限
の
足
無
と
無
限
の
二
合
乏
が
あ
る
。
鼓
に

　
は
必
要
上
有
限
数
の
燈
に
つ
い
て
一
二
の
例
を
’
あ
げ
て
見
よ
う
。

　
　
例
一
、
　
一
の
整
数
α
を
と
る
。
　
α
を
7
に
て
除
し
そ
の
商
を
9
と
し
剰
絵
を
γ
と
す
る
。
．

　
　
　
帥
ち
　
　
　
a
ほ
ぱ
＋
壕
　
　
　
O
甑
9
．
〈
唄

　
　
α
が
正
な
る
と
き
は
勿
論
、
負
の
と
き
に
於
て
も
私
話
を
浦
足
す
る
や
う
に
整
数
璽
を
選
ぶ
こ

瓢
　
と
が
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
．
σ
を
適
當
に
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
が
7
よ
う
少
な
る
正
整
数
或

　
　
　
　
ひ
．
　
公
理
鱒
脚
系
の
二
種
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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。
　
哲
學
遣
研
究
　
第
＋
五
號
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

は
零
と
な
る
や
う
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
故
に
今
後
吾
人
が
剰
除
と
い
ム
の
は
7
よ
互
違
な

ら
ぎ
る
正
整
歎
叉
は
零
を
意
昧
す
る
竜
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
α
と
6
と
の
概
数
が
あ
っ
て
之
を
7
に
て
除
す
る
と
き
夫
々
の
裾
除
が
相
等
し
き
揚
合
に

は
α
と
δ
と
は
法
9
「
［
＆
弓
彦
7
に
つ
い
て
コ
ン
グ
ル
｝
エ
ン
ト
（
O
o
夷
窮
窪
σ
）
で
あ
る
と
名
づ
け
る
。

さ
う
し
て
之
を
示
す
に
　
　
犠
田
磐
（
ε
0
9
州
）

を
以
て
す
る
。
　
α
と
6
と
の
差
が
7
に
て
割
ウ
切
れ
る
と
き
は
上
定
理
に
よ
ウ
こ
の
尋
者
は
互

に
コ
ン
グ
ル
｝
エ
ン
ト
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。
今
7
よ
う
大
な
ら
ざ
る
整
数

　
　
　
　
ρ
ど
b
っ
導
。
⇔
鴇
掛
珊
◎
　
（
此
團
膿
を
亘
と
名
づ
く
）

を
見
る
に
そ
の
軌
れ
の
二
数
の
差
も
決
し
て
㍗
に
て
割
り
き
れ
な
い
。
故
に
こ
の
七
数
の
申
に

は
コ
ン
グ
ル
三
陸
ン
ト
の
数
が
な
い
繹
で
あ
る
。
　
郎
ち
此
等
の
一
團
の
歎
は
法
7
に
つ
い
て
互

に
イ
ン
潔
ン
グ
ル
ξ
エ
ン
塾
で
な
け
れ
ば
な
ら
滋
。
然
る
に
一
方
に
於
て
如
何
な
る
数
を
と
つ

で
も
こ
の
脚
数
の
義
れ
か
に
毒
ン
グ
ル
聖
エ
ン
ト
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
ζ
の
整
籔
を
7
に
て

割
れ
ば
そ
の
剰
飴
が
七
藪
の
軌
れ
か
一
つ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
R
の
脚
数
α
と
わ
と
の

和
皐
葺
ハ
差
口
と
及
び
其
積
＆
は
軌
れ
も
R
の
煙
れ
か
一
つ
に
法
7
に
つ
い
て
ゴ
ン
グ
ア
ー
エ

ン
ト
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
黛
＋
鯉
が
R
の
。
に
コ
ン
グ
箆
婁
エ
ン
》
な
る
．
揚
合
爵
ち

0
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へ
早
守
眠
6
　
　
（
臼
＆
●
び

な
る
と
き
は
之
を
以
て
法
7
に
つ
い
て
の
加
法
と
定
義
す
る
。
減
法
及
乗
法
に
つ
い
て
竜
之
と

同
檬
に
定
．
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
か
く
の
如
く
加
減
乗
の
三
則
を
定
義
す
れ
ば
R

の
二
数
の
加
減
乗
の
結
果
は
依
然
と
し
て
R
に
厩
す
る
ご
と
、
な
る
。
　
一
言
に
し
て
い
へ
ば
R

の
内
部
に
於
て
此
吻
三
期
が
常
に
可
能
な
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
除
法
は
果
し
て
如
何
で
あ
ら
う

か
。
斑
に
は
讃
虜
を
省
く
が
除
法
遥
々
零
に
よ
っ
て
行
ふ
除
算
を
除
け
ば
常
に
可
能
な
る
乙
と

が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
α
ゐ
が
與
へ
ら
れ
カ
る
時
は

　
　
　
　
§
甫
轡
　
　
（
日
0
9
」

を
満
足
す
る
如
き
の
は
常
に
R
の
中
に
存
在
し
、
し
か
竜
唯
一
つ
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
　
一
例
を

と
れ
ば
2
を
3
に
て
割
う
π
る
愚
答
ち
b
っ
嫁
田
こ
。
（
彰
。
山
南
）
と
な
る
愚
な
ω
は
5
で
あ
る
。
何
と
な
れ

ば
b
D
×
賦
“
H
O
則
。
。
（
け
6
3
“
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
七
厘
の
数
か
ら
な
つ
疫
團
謄
B
は
そ
の
内
部
に
曾
て
四
則
が
常
に
可
能
で
あ
る

と
い
ふ
こ
と
が
知
ら
る
㌦
で
あ
ら
う
。
故
に
前
述
の
定
義
に
よ
う
R
は
一
の
膿
（
内
ぴ
壱
Φ
同
）
を
形
成

す
る
の
で
あ
る
。

　
例
二
、
・
z
を
く
口
と
す
る
。
今
ミ
÷
豊
（
忽
及
び
忽
は
共
に
整
数
あ
形
に
て
表
は
さ
れ
π
る

　
　
　
　
蟄
埋
盤
系
の
二
種
冗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
∵
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／

　
　
　
　
三
瀬
研
，
究
　
　
第
十
五
號
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
“

複
素
数
の
一
團
を
と
っ
て
見
よ
う
。
若
し
こ
の
語
数
象
＋
き
及
び
亀
＋
さ
、
に
於
て

　
　
　
　
9
措
飛
（
鑓
。
釦
●
『
）
　
　
轡
田
艇
（
臼
0
9
刈
）

と
い
ふ
關
係
が
成
り
立
て
ば
此
現
数
は
法
7
に
つ
い
て
互
に
コ
ン
グ
ル
！
エ
ン
ト
で
あ
る
と
い

ふ
。
而
し
て
之
を
　
　
象
＋
竃
田
象
、
＋
ミ
（
影
）
塾
刈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
’

を
以
て
表
は
す
。
前
例
と
同
様
に
し
て
の
及
び
〃
に
夫
々
0
1
2
3
4
5
6
を
輿
へ
て
得
べ
き

7，

ﾌ
藪

　
　
＆
＋
き
（
＆
ミ
H
ρ
お
・
。
馳
。
。
”
肝
α
隔
e
（
此
團
膿
を
K
と
名
づ
く
）

は
互
に
7
に
つ
い
て
イ
ン
コ
ン
グ
ル
貰
エ
ン
ト
で
あ
る
。
　
叉
前
例
と
同
様
に
如
何
な
る
晶
出
石

亀
艦
の
貌
れ
か
一
の
数
に
コ
ン
グ
ル
置
エ
ン
ト
な
る
こ
と
竜
明
か
で
．
あ
る
。
　
弐
に
K
の
脚
数
3
＋

き
ト
β
＋
誉
の
和
及
び
差
（
3
仔
8
）
＋
誉
h
峠
ε
及
び
積
へ
3
β
一
身
喬
）
＋
凡
（
へ
～
」
倉
＋
笥
㌧
し
は
降
れ
も
K
の
漏
れ
か
一
つ

　
　
　
　
　
　
」

に
コ
ン
グ
ル
｝
工
為
ト
で
な
け
れ
ば
「
な
ら
綴
。
故
に
K
の
内
部
に
於
け
る
加
減
乗
の
∴
二
二
は
例

叫
の
二
合
と
同
様
に
定
義
し
得
ら
る
㌦
こ
と
は
明
か
で
あ
ら
う
。
叉
こ
の
二
合
零
に
よ
っ
て
の

除
算
を
除
け
ば
乗
法
の
逆
だ
る
べ
き
除
法
二
二
に
K
の
内
部
に
於
て
可
能
な
る
こ
と
は
容
易
に

知
ら
る
＼
の
で
あ
る
。
詳
し
く
い
へ
ば
黛
＋
ミ
及
び
。
＋
ミ
が
輿
へ
ら
れ
控
る
、
と
き
は
、

　
．
（
蟄
＋
ミ
）
（
e
＋
鷺
）
田
。
＋
ミ
（
彫
＆
●
5



岬
　
価

と
な
る
様
な
e
＋
覧
は
常
に
存
在
し
、
し
か
も
唯
一
つ
存
在
す
る
。
（
但
し
a
志
群
O
（
日
。
9
刈
）
の
揚
合
を

除
外
す
る
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
以
上
に
よ
っ
て
見
れ
ば
K
は
法
7
に
就
て
の
加
減
乗
除
が
其
内
部
に
於
て
常
に
可
能
な
6
乙

と
が
知
ら
れ
る
。
故
に
K
は
一
の
膣
で
あ
る
。

　
此
の
K
は
7
2
個
よ
・
9
な
れ
る
．
一
種
の
艦
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
膣
の
外
に
竜
7
、
個
の
エ
レ
メ

ン
ト
よ
ウ
な
れ
る
膿
は
無
限
に
あ
る
こ
と
が
容
易
に
知
ら
れ
る
。
然
ら
ば
之
等
の
種
々
な
る
膣

の
問
に
は
果
し
て
如
何
な
る
關
係
が
あ
る
か
。
箪
に
同
敷
の
エ
レ
メ
ン
ト
よ
ウ
な
る
と
い
ふ
以

外
に
何
等
か
の
關
係
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。
膿
K
と
エ
レ
メ
ン
ト
の
数
を
同
じ
く
し
な
が
ら
し

か
も
之
と
全
く
性
質
を
異
に
せ
る
禮
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。
鼓
に
は
謹
明
を
省
く
が
今
際
に
於

て
か
く
の
如
き
異
質
の
膿
は
決
し
て
存
在
し
な
い
。
7
，
個
の
エ
レ
メ
ン
ト
よ
ム
な
る
膣
は
本
質

的
に
唯
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
事
は
有
限
膣
に
於
て
重
大
な
る
性
質
で
あ
る
か
ら
特
に
護
者
の
淡

意
を
促
し
て
置
く
。

　
次
に
艦
の
顎
態
（
溢
。
旨
。
老
｝
】
δ
ぎ
）
に
つ
い
て
の
べ
て
見
よ
う
。
二
の
禮
A
及
び
忍
が
イ
ソ
モ
「
ル
フ

で
あ
る
と
い
ふ
の
は
次
の
如
き
條
件
が
満
足
せ
ら
る
＼
と
き
に
名
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
、
　
A
の
エ
レ
メ
ン
ト
と
遅
の
エ
レ
メ
ン
略
の
問
に
一
々
的
午
下
が
成
立
し
、

　
　
　
　
公
理
騰
系
の
二
種
　
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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鞠

　
　
　
　
哲
學
．
研
　
窒
．
第
十
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

　
二
、
　
忍
の
エ
レ
メ
ン
ト
♂
ぴ
に
A
の
エ
ン
メ
ン
ト
α
ゐ
が
封
慮
す
る
と
す
れ
ば
測
の
亀
＋
喫
及

び
ミ
貸
に
A
の
決
＋
伊
及
び
＆
が
封
鷹
す
る
。

こ
の
膿
が
同
態
な
る
と
き
は
一
方
の
禮
に
於
て
成
立
す
る
命
題
は
他
方
の
騰
に
於
て
も
同
様
に

成
立
す
る
。
（
此
等
の
言
ひ
方
は
甚
だ
不
完
全
で
あ
る
が
鼓
に
は
夢
解
に
叙
述
す
る
暇
の
な
い
こ

と
を
遺
憾
と
す
る
）
。
此
の
用
語
を
用
ふ
れ
ば
有
限
の
エ
レ
声
ン
ト
よ
ム
な
る
膿
は
エ
レ
メ
ン
蚤

の
数
が
同
一
な
ら
ば
常
に
同
心
な
づ
と
云
っ
て
差
支
へ
な
い
。
・
例
へ
ば
K
の
7
，
個
、
の
エ
レ
メ
ン

ト
よ
う
な
れ
る
膣
は
軌
れ
も
K
と
イ
ソ
モ
ル
フ
で
あ
る
と
見
る
こ
・
と
が
で
き
る
。
故
に
有
限
個

の
等
レ
メ
ン
ト
よ
う
な
れ
る
膿
を
砺
究
す
る
に
は
一
の
具
膿
的
表
現
（
例
へ
ば
7
2
個
の
エ
レ
メ
ン

塾
よ
疹
な
れ
る
も
の
に
覧
て
は
前
例
K
の
如
き
適
の
）
を
と
っ
て
之
に
つ
い
て
講
究
し
て
も
一
般

妥
當
性
を
訣
く
こ
と
は
な
い
筈
で
あ
る
。

四

　
以
上
の
如
く
軽
爆
は
第
二
及
び
第
三
節
に
鞭
て
群
及
び
膿
の
圃
態
と
は
侮
を
嵐
味
す
る
か
を

知
つ
π
。
而
し
て
縄
入
は
之
と
同
一
の
思
想
を
更
に
接
白
し
て
数
學
の
他
の
研
究
勤
象
に
も
適

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
　
一
般
的
に
い
へ
ば
二
の
膿
系
S
及
び
s
・
が
あ
っ
て
爾
膿
系



喝

玩、

D

　
分
エ
レ
メ
ン
ト
の
問
に
”
々
県
勢
慮
が
成
立
し
・
S
に
於
て
妥
當
な
る
性
質
は
s
に
於
て
も
亦
同

　
様
に
安
當
な
る
揚
合
に
は
伊
丹
の
膿
系
は
同
態
で
あ
る
と
名
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
群
に
於
て
は
之
を
構
成
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
の
数
が
同
一
で
あ
っ
て
も
二
の
群
は
難
し
も
同
態

　
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
（
二
の
例
を
見
よ
）
が
、
膿
に
於
て
は
同
数
の
有
限
な
る
エ
レ
メ
ン
ト
よ
う
な

　
．
れ
る
禮
は
常
に
同
態
で
あ
る
（
三
の
例
を
見
よ
）
。
か
く
し
て
藪
學
の
研
究
甥
象
を
定
義
せ
る
公
理

　
膿
系
に
は
二
種
の
別
あ
る
乙
と
が
知
ら
る
＼
の
で
あ
る
。
数
學
の
研
究
勤
象
と
は
一
膿
系
を
な

　
せ
る
若
干
の
公
理
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
π
る
エ
レ
メ
ン
ト
の
集
合
戸
例
へ
ば
群
或
は
膿
の
如
き
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
．
　
、
　
、
　
、
　
イ
ソ
モ
ル
フ
、
　
、
　
、

　
い
ふ
の
で
あ
る
。
今
一
の
公
理
膿
系
C
が
あ
っ
て
C
を
満
足
す
る
鋼
象
が
己
れ
も
同
態
な
る
と

　
袈
脚
嘉
言
謬
鮒
義
民
（
9
仲
．
σ
Q
§
一
）
ど
豊
滝
ゼ
ド
f
ボ
堺
創
ピ
『
ガ
範
曜
望
勿
ぴ
早
§
誓
7

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
。
巴
露
鎌
互
琶
。
賃
く
Φ
）
と
稻
ぜ
ら
れ
る
。
例
へ
ば
有
限
艦
に
於
て
は
之
を
構
成
、
す
る
エ
レ
メ
ン
ト
の
歎

　
が
一
定
せ
る
豊
春
に
は
二
の
禮
は
常
に
同
意
な
る
が
故
な
有
限
禮
を
定
義
せ
る
公
理
膿
系
は
範

　
疇
的
で
あ
る
が
、
群
に
於
て
は
非
範
疇
的
で
あ
る
。
〆
範
疇
的
と
い
ふ
語
は
ヴ
ェ
ブ
ン
ン
に
よ
っ
て
始

　
め
て
導
入
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
，
前
掲
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
の
論
丈
を
参
照
せ
ら
れ
し
、
）
。
範
疇
滑
走
系
を

　
な
ぜ
る
公
理
に
よ
っ
て
定
め
ち
れ
π
る
…
封
象
を
掲
ぐ
れ
ば
先
づ
ユ
ー
ク
リ
ソ
ド
の
…
幾
何
學
（
鮎
及
び

職
　
オ
す
ダ
君
に
就
い
て
範
疇
的
な
の
で
あ
る
）
を
初
め
、
整
数
、
有
理
藪
、
實
．
藪
及
び
複
素
数
等
を
敏
へ
る

　
　
　
　
　
公
狸
盟
系
の
二
種
　
　
　
以
．
　
　
「
　
囁
、
　
　
・
九
五



、
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哲
學
研
究
　
第
＋
五
號
　
一
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
，
　
九
六

乙
と
が
で
き
る
で
あ
ら
う
。
（
国
¢
自
己
影
σ
q
ぴ
O
冥
　
ら
房
㌍
口
ω
・
レ
】
β
Φ
財
●
ジ
幽
多
目
ピ
の
O
O
●
＜
鉱
¢
つ
．
（
H
O
O
ω
）
斜
ρ
参
照
）
。
實
は

此
等
の
も
の
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
云
い
の
で
あ
る
が
あ
ま
ウ
長
く
な
る
か
ら
他
日
の
機
會
R

譲
ム
ノ
舷
に
は
前
二
例
に
よ
つ
て
公
理
膣
系
の
二
種
を
疇
示
す
る
に
止
め
る
。
摩

　
以
上
の
如
く
範
疇
的
，
膣
系
に
て
定
め
ら
れ
カ
る
封
象
は
銑
れ
も
同
愚
な
る
が
故
に
之
を
研
究

す
る
に
一
の
具
膣
的
表
現
を
と
っ
て
し
て
竜
一
般
安
當
牲
に
於
て
敏
く
る
所
は
な
、
い
課
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
研
究
封
象
を
愚
筆
．
せ
る
エ
レ
メ
ン
ト
が
公
理
論
は
公
準
を
満
足
す
る
範
園
、
内
に
於

て
エ
ン
メ
ン
ト
に
如
何
な
る
内
容
を
與
へ
て
も
異
れ
る
、
結
果
は
決
し
て
出
な
い
。
例
へ
ば
ユ
言

ク
リ
ヅ
ド
幾
何
學
に
凍
て
瓢
、
線
等
に
直
観
叉
は
思
惟
よ
う
詰
れ
る
如
何
な
る
内
容
を
與
へ
て
竜
そ

の
結
果
は
常
に
同
一
で
あ
る
か
ら
、
ユ
璽
ク
リ
ッ
ド
幾
何
學
を
學
ぶ
に
は
普
通
に
な
す
如
く
圖
形
に

よ
っ
て
論
じ
て
竜
少
し
竜
差
支
が
な
い
の
で
あ
る
。
之
と
同
様
に
普
通
の
数
を
取
扱
ふ
揚
合
に

も
之
れ
に
與
へ
ら
れ
於
る
内
容
の
如
何
に
係
ら
ず
．
公
理
を
浦
足
す
る
範
園
内
に
於
て
は
常
に
同

一
の
命
題
を
得
る
で
あ
ら
う
。
鼓
に
顧
て
公
理
が
範
疇
的
膿
系
を
爲
せ
る
と
き
は
越
南
が
完
全

に
一
の
数
學
的
研
究
野
壷
を
定
義
す
る
と
も
云
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
　
ハ
ン
チ
ン
グ
ト
ン
が
「
範
疇

的
」
と
い
ふ
語
の
代
ρ
に
「
充
全
的
」
（
ω
詣
鑛
（
議
Φ
ご
酔
）
と
い
ふ
用
語
を
使
用
し
た
の
竜
雨
竜
で
あ
る
と
云
は

ね
ば
な
ら
粗
。

●

咲
　
　
　
　
　
　
塚

、
ρ
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以
上
の
如
く
範
疇
昏
夢
系
に
よ
っ
て
定
あ
ら
れ
た
る
甥
象
を
研
究
す
る
に
は
、
一
の
具
膣
的
表

現
を
と
れ
ば
十
分
で
あ
る
が
、
非
範
疇
的
膣
系
に
よ
つ
て
定
義
せ
ら
れ
カ
る
数
十
的
封
象
の
研
究

に
は
一
の
即
急
的
表
現
の
み
を
取
扱
っ
て
は
一
般
的
安
當
性
が
得
ら
れ
な
い
。
即
ち
エ
レ
メ
ン

ト
に
與
ふ
。
へ
き
内
容
（
或
は
具
禮
的
表
現
）
の
如
何
に
よ
っ
て
は
異
れ
る
封
象
が
生
し
、
別
種
の
数
學

が
構
成
せ
ら
る
＼
の
で
あ
る
。
抽
象
的
に
エ
レ
メ
ン
㍗
を
無
内
容
な
る
記
號
と
し
て
取
扱
は
る

る
揚
合
に
生
ず
る
命
題
は
エ
レ
メ
ン
ト
に
饗
し
種
々
な
る
内
容
を
輿
へ
て
得
べ
き
封
象
に
共
遁

な
る
性
質
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
吾
人
は
乙
の
小
論
の
最
初
の
節
に
於
て
、
エ
レ
メ
ン
ト
を
全
く
無
内
容
な
る
詑
號
と
見
な
し
若

干
の
公
理
に
よ
っ
て
果
し
て
数
學
の
一
分
科
を
完
全
に
特
徴
づ
け
る
乙
と
が
で
き
る
か
を
疑
問

と
し
禿
。
　
面
し
て
こ
の
問
題
の
解
答
は
要
す
る
に
公
理
の
膿
系
の
性
質
如
何
に
よ
っ
て
然
ム
と

も
な
ウ
否
と
も
な
る
こ
と
を
豫
示
し
て
幸
い
π
。
吾
入
は
遊
に
於
て
こ
の
問
題
に
封
ず
る
明
答

を
與
ぶ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
ふ
。
即
ち
公
準
膿
系
が
範
疇
的
で
あ
っ
て
論
理
的
關
係
が
考
へ

ら
「
れ
て
る
る
と
き
は
こ
の
疑
問
は
肯
定
的
に
解
答
せ
ら
る
．
㌧
の
で
あ
る
。
梅
と
な
れ
ば
範
疇
的

公
理
膿
系
に
よ
っ
て
規
定
せ
ら
れ
だ
る
数
學
的
封
蝋
は
エ
レ
メ
ン
ト
に
興
ふ
る
内
容
の
如
何
に

關
ら
ず
常
に
同
一
の
結
果
を
得
る
か
ら
で
、
あ
る
。
故
に
全
く
無
内
容
な
る
記
號
と
し
て
の
エ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
凶
公
理
彊
系
の
二
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
竜

㍉
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哲
墨
研
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鱗
＋
五
號
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

メ
ン
ト
は
之
を
定
義
す
る
公
理
膿
系
が
範
疇
的
な
る
と
き
は
輝
々
の
一
分
科
を
完
全
に
特
徴
づ
．

け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
古
來
の
数
學
は
完
全
に
興
へ
ら
れ
た
る
公
準
叉
は
公
準
か
ら
形
式
論
理
に
依
て
演
繹
せ
ら
れ

だ
る
竜
の
で
は
な
い
。
線
、
織
、
藪
筆
に
は
直
観
又
は
思
惟
よ
う
來
れ
る
何
等
か
の
内
容
を
有
せ
る

竜
の
と
し
て
演
繹
せ
ら
れ
だ
竜
の
で
あ
る
。
　
＝
言
に
し
て
い
へ
ば
古
來
の
数
學
は
一
種
の
具
膿

的
表
現
で
あ
る
。
　
そ
れ
に
竜
拘
ら
ず
古
來
数
學
が
他
の
諸
科
學
と
異
っ
て
一
般
型
心
性
を
有
す

と
考
へ
ら
れ
π
の
は
ー
ー
而
し
て
現
今
に
於
て
竜
多
く
は
確
實
な
る
妥
’
當
性
を
有
す
と
考
へ
ら

れ
る
の
は
抑
々
何
故
で
あ
る
か
。
十
九
世
紀
以
前
の
数
十
に
於
て
は
與
へ
ら
れ
だ
る
公
理
は
固

よ
ウ
不
完
全
で
あ
る
が
数
學
の
研
究
者
が
互
に
相
許
せ
し
（
自
畳
し
て
ゐ
泥
か
否
か
は
甥
と
し
て
）

方
法
叉
は
意
味
を
と
軌
だ
し
て
公
理
騰
系
を
構
成
す
れ
ば
虚
く
範
疇
的
と
な
る
も
の
、
み
で
あ

っ
た
。
鮎
、
線
等
の
内
容
の
如
何
に
鞭
ち
ず
彼
等
の
数
學
が
一
般
的
妥
毒
性
を
失
は
な
か
っ
た
の

は
一
に
こ
の
理
由
か
ら
で
あ
ら
う
。

　
然
し
古
來
の
数
學
的
研
究
封
象
を
規
定
す
る
公
理
霜
曇
が
侮
故
に
範
疇
的
で
あ
っ
た
か
。
此

の
問
題
の
研
究
は
他
日
を
待
つ
こ
と
＼
し
て
鐘
に
は
た
讐
数
學
的
封
象
を
規
定
す
る
公
理
膿
系

に
は
二
種
の
溺
あ
る
こ
と
を
述
・
ぶ
る
に
止
め
て
置
き
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。


